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研究成果の概要 

 本研究では、円偏光発光（CPL）の革新的基盤技術を構築することを目的に、五つのグループの

横断的連携により研究を推進した。 

高分子グループ：温度応答性キラル液晶場で、発光性フルオレン誘導体に円偏光性を誘起し、高

い量子収率（60-90%）と高い非対称性因子（g 値：0.5−1.0）を併せ持つフルカラーフル CPL を実現

した。白色 CPL のｇ値 1.0 はこれまでで最高値である。温度変化により CPL のヘリシティを可逆的

に制御した。キラル液晶場での光架橋重合により、円偏光発光性らせん状網目ポリマー（HNP）を

合成し、キラルテンプレートとしても利用できることを見出した。 

低分子グループ:1,1'-ビ-2-ナフトー(BINOL)の水酸基を一炭素鎖で架橋し、ナフタレン環にフェ

ニルアセチレン（PA）を導入した化合物を合成した。その結果、7,7’位に PA を導入した化合物の

み CPL の符号が反転する現象を観測し、これは電気・磁気遷移モーメントに右手の法則を適用す

ることで説明できた。高 glum値を示すカルボゾロファン系 CPL ポリマーや、キラルイリジウム二核錯

体の創製にも成功した。 

評価グループ：電場誘起円偏光発光(ECPL)系およびその評価方法を確立した。ペリレンジイミド

発光体と、シアノペンチルビフェニル液晶を用いて円偏光発光液晶デバイス(CP-LQD)を作製した。

続いて、CP-LQD の円偏光測定用の特注アタッチメントを作製した。特注アタッチメントを用いて、

外部電場の有無による CPL 特性を比較検討した。電場印加により、CPLの回転方向を反転させる

ことに成功した。 

デバイスグループ：7種類のキラル発光材料とデバイスの開発を行った。①アキラルポリマーを用い

たキラルドープ型円偏光–有機電界発光デバイス(CP-OLED)、②スピン偏極層を挿入した CP-

OLED、③近赤外りん光 CPL材料を用いた CP-OLED、④近赤外りん光 CPL材料の CPL外部磁

場依存性評価、⑤キラル配位子をもつ白金単核、二核錯体の CPL 評価、⑥ヘリカルオリゴチオフ

ェンの合成と特性評価、⑦⼆⾯⾓が鋭角である(S)型 1,1'-ビナフチル誘導体(s-cis)で構成される

ヘリカルオリゴチオフェンの光学特性評価。 

理論グループ：量子化学的計算に基づいた新反応及び円偏光蛍光材料の開発を進め、例えばシ

クロデキストリン誘導体による刺激応答型キラル発光の発現に成功した。また、キラル発光に及ぼ

す振電相互作用の理論的検証を行った。さらに、自動フロー光反応装置の構築にも成功し、ヘリ

セン構造を主骨格とした円偏光蛍光材料の開発に着手した。 
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